
早
法
七
四
巻
二
号
（
一
九
九
九
）

四
九
二

証
人
尋
問
（
そ
の
二
）

菅
　
原

郁
　
夫

lV

一二三

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
の
導
入
に
つ
い
て

　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
の
導
入
経
緯

　
　
直
接
主
義
、
公
開
主
義
と
の
関
係

　
　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
機
能

　
2
他
の
尋
問
方
法
と
の
関
係

　
1
　
証
人
尋
問
に
お
け
る
信
愚
性
チ
ェ
ッ
タ
の
視
点

　
2
　
裁
判
官
の
心
証
形
成
へ
の
影
響

　
3
　
反
対
尋
問
権
の
保
障
と
の
関
係

　
4
　
証
人
に
対
す
る
影
響
力

四
　
そ
の
他
の
問
題

五
　
利
用
範
囲

　
－
　
利
用
対
象
と
な
り
う
る
証
人
の
特
性

3

「
遠
隔
の
地
に
居
住
す
る
証
人
」
の
解
釈

v
　
書
面
尋
問
（
二
〇
五
条
）

　
一
　
書
面
尋
問
の
導
入

　
二
　
直
接
主
義
と
の
関
係

　
三
　
書
面
尋
問
の
利
用
範
囲

四
　
当
事
者
の
異
議

の
導
入
に
つ
い
て

（
相
当
性
の
判
断
基
準
）

珂
　
宣
誓
供
述
書
制
度

　
一
　
改
正
経
緯

　
二
　
宣
誓
供
述
書
の
証
明
力
と
そ
の
利
用
場
面



N
　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
の
導
入
に
つ
い
て

　
（
映
像
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
尋
問
）

第
二
〇
四
条
裁
判
所
は
、
沿
革
の
地
に
居
住
す
る
証
人
の
尋
問
を
す
る
場
合
に
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
隔
地
者
が
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
確
認
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ

て
、
尋
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

規
則
＝
一
三
条
法
第
二
〇
四
条
（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
尋
問
）
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
尋
問
は
、
当
事

者
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
事
者
を
受
訴
裁
判
所
に
出
頭
さ
せ
、
証
人
を
当
該
尋
問
に
必
要
な
装
置
の
設
置
さ
れ
た
他
の
裁
判
所
に
出

頭
さ
せ
て
す
る
。

2
　
前
項
の
尋
問
を
す
る
場
合
に
は
、
文
書
の
写
し
を
送
信
し
て
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
尋
問
実
施
に
必
要
な
処
置
を
行

う
た
め
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
第
一
項
の
尋
問
を
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
旨
及
び
証
人
が
出
頭
し
た
裁
判
所
を
調
書
に
記
載
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
新
設
）

証
人
尋
問
（
そ
の
二
）

四
九
三



早
法
七
四
巻
二
号
（
｝
九
九
九
）

四
九
四

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
の
導
入
経
緯

　
新
法
は
、
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
尋
問
、
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
規
定
を
新
設
し

た
。
こ
の
規
定
を
新
設
し
た
理
由
と
し
て
は
、
証
人
が
遠
隔
地
に
居
住
す
る
場
合
に
は
、
健
康
上
の
理
由
で
遠
方
ま
で
出
か
け
る
こ
と

が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
者
の
重
要
性
、
出
頭
に
要
す
る
費
用
等
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
受
訴
裁
判
所
に

出
頭
さ
せ
る
ま
で
の
必
要
が
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
た
場
合
な
ど
に
も
、
こ
の
方
法
を
用
い
れ
ば
、
尋
問
が
可
能
で
あ
る
点
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
コ
問
一
答
新
民
事
訴
訟
法
」
二
三
四
頁
）
。

　
実
施
方
法
は
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
当
事
者
の
意
見
を
聞
く
こ

と
、
当
事
者
は
受
訴
裁
判
所
に
出
頭
し
、
証
人
の
み
が
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
設
置
さ
れ
た
最
寄
り
の
裁
判
所
に
出
頭
す
る
形
で
行

う
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
書
証
の
提
示
等
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
併
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
施
に

あ
た
っ
て
は
そ
の
旨
を
調
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
尋
問
方
法
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
詳
細
が
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
技
術
の
進

歩
に
あ
わ
せ
そ
の
利
用
形
態
を
柔
軟
に
変
更
し
得
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。
検
討
課
題
段
階
か
ら
改
正
対
象
と
さ
れ
（
法
務

省
民
事
局
参
事
官
室
編
「
民
事
訴
訟
手
続
の
検
討
課
題
」
別
冊
2
ゆ
r
Z
・
●
器
、
三
六
頁
）
、
改
正
試
案
に
お
い
て
は
、
適
用
対
象
が
鑑
定
、

当
事
者
尋
間
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
「
民
事
訴
訟
手
続
に
関
す
る
改
正
試
案
」
別
冊
2
ω
一
Z
ρ
鴇
、
二
四
頁
）
。

そ
の
間
、
直
接
主
義
、
公
開
主
義
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
、
反
対
尋
問
を
有
効
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
疑
問
等
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
・
「
前
掲
改
正
試
案
」
別
冊
Z
ω
一
Z
ρ
ミ
、
補
足
説
明
三
七
頁
参
照
、
日
本
弁
護
士
連
合
会



「
『
民
事
訴
訟
手
続
に
関
す
る
検
討
事
項
』
に
対
す
る
意
見
書
」
＝
三
頁
）
は
提
示
さ
れ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
賛
成
意
見
に
支
持
さ
れ
て
、
規

定
が
新
設
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
受
命
・
受
託
裁
判
官
に
よ
る
尋
問
を
用
い
た
り
、
尋
問
を
断
念
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
状
況
下
で
の
尋
問
が
別
途
可
能
に
な
り
、
ま
た
、
遠
隔
地
の
故
に
調
整
の
難
し
か
っ
た
証
人
尋
問

期
日
の
設
定
が
よ
り
容
易
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
民
事
訴
訟
法
の
運
用
ー
集
中
証
拠
調
べ
を
中
心
と
し
て
」
判

例
タ
イ
ム
ズ
九
五
六
号
三
五
頁
（
中
本
発
言
）
）
。
そ
の
意
味
で
、
実
務
上
、
大
い
に
積
極
的
な
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

二
　
直
接
主
義
、
公
開
主
義
と
の
関
係

　
本
条
を
用
い
た
尋
問
を
行
う
場
合
に
は
、
証
人
が
出
頭
す
る
裁
判
所
と
受
訴
裁
判
所
と
の
間
を
通
信
回
線
で
結
び
、
証
人
等
が
出
頭

す
る
裁
判
所
の
一
室
と
受
訴
裁
判
所
の
法
廷
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
、
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
証
人
側
に
受
訴
裁
判
所
側

の
映
像
と
音
声
を
モ
ニ
タ
ー
等
に
よ
っ
て
伝
達
し
、
受
訴
裁
判
所
側
に
も
証
人
等
の
側
の
映
像
と
音
声
を
モ
ニ
タ
ー
等
に
よ
っ
て
伝
達

す
る
こ
と
に
な
る
（
長
野
勝
也
「
裁
判
手
続
に
お
け
る
情
報
機
器
の
活
用
」
塚
原
朋
一
H
柳
田
幸
三
月
園
尾
隆
司
“
加
藤
新
太
郎
編
・
新
民
事

訴
訟
法
の
理
論
と
実
務
（
下
）
九
七
頁
）
。
こ
の
場
合
、
証
人
が
、
受
訴
裁
判
所
の
裁
判
官
の
面
前
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
、
お
よ
び
、

証
人
の
い
る
法
廷
を
公
開
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
で
、
直
接
主
義
お
よ
び
公
開
主
義
の
原
則
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り
う
る
。

　
は
じ
め
に
、
直
接
主
義
と
の
関
係
で
は
、
裁
判
官
が
証
人
等
の
表
情
や
態
度
も
確
認
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
尋
問
を
行
え
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
要
請
も
満
た
す
と
す
る
の
が
、
現
状
の
多
数
説
で
あ
ろ
う
（
研
究
会
「
新
民
事
訴
訟
法
を
め
ぐ
っ
て
（
1
6
）
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
一
二
四
号
一
〇
五
頁
（
青
山
発
言
、
竹
下
発
言
）
、
中
野
貞
一
郎
μ
松
浦
馨
ほ
鈴
木
正
裕
・
新
民
事
訴
訟
法
二
六
七
頁
（
春
日
担
当
）
な

ど
）
。
確
か
に
、
こ
の
尋
問
方
法
で
は
、
受
訴
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
テ
レ
ビ
画
面
を
通
じ
て
で
は
あ
る
が
、
証
人
の
状
態
を
確
認
し

　
　
　
証
人
尋
問
（
そ
の
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
五



　
　
　
早
法
七
四
巻
二
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
六

な
が
ら
尋
問
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
利
用
範
囲
に
あ
っ
て
は
考
慮
す
べ
き
点
は
い
く
つ
か
存
在
す
る

も
の
の
、
こ
れ
を
一
律
に
直
接
主
義
に
反
す
る
と
解
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
科
学
技
術
が
進
歩
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

が
多
様
化
し
た
今
日
、
直
接
主
義
の
解
釈
も
社
会
状
況
に
応
じ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
尋
問
も
、
今
日
的
な
意
味
で
の
直

接
主
義
の
許
容
範
囲
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
公
開
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
現
状
で
は
、
受
訴
裁
判
所
を
公
開
し
て
い
れ
ば
証
人
の
い
る
法
廷
を
公
開
す
る

必
要
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
（
長
野
勝
也
「
各
種
通
信
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
八
号
三
九
頁
、

福
田
剛
久
「
証
人
尋
問
①
ー
O
A
機
器
を
用
い
た
証
人
尋
問
」
新
民
事
訴
訟
法
体
系
第
三
巻
三
五
頁
、
仙
台
地
方
裁
判
所
新
民
事
訴
訟
法
研
究
会

「
研
究
結
果
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
六
六
量
二
八
頁
）
、
こ
の
点
で
、
公
開
主
義
の
原
則
に
反
し
な
い
の
か
が
問
題
と
な
り
う
る
。
確
か
に
、

従
来
の
証
人
尋
問
は
、
証
拠
調
べ
の
場
す
べ
て
、
す
な
わ
ち
、
受
訴
裁
判
所
も
証
人
も
い
ず
れ
も
が
公
開
さ
れ
て
い
た
。
同
様
に
考
え

れ
ば
、
こ
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
証
人
尋
問
も
両
者
を
公
開
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
公
開
主
義
の
目
的

は
、
司
法
権
行
使
の
公
明
正
大
さ
を
公
衆
に
示
す
と
同
時
に
、
公
衆
の
監
視
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
支
え
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
と
し
た

ら
（
新
堂
幸
治
・
新
民
事
訴
訟
法
四
一
四
頁
）
、
そ
の
重
点
は
受
訴
裁
判
所
の
公
開
に
あ
り
、
必
ず
し
も
証
人
側
の
公
開
ま
で
を
必
要
と

し
て
い
る
と
考
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
証
人
の
い
る
法
廷
を
公
開
し
て
も
、
受
訴
裁
判
所
の
裁
判
官
や
当
事
者

等
が
確
認
で
き
る
範
囲
は
、
カ
メ
ラ
に
写
る
範
囲
内
で
、
そ
の
他
に
は
配
慮
が
及
ば
な
い
。
そ
の
た
め
、
証
人
へ
の
他
か
ら
の
影
響
を

認
識
し
え
な
い
点
、
ま
た
、
法
廷
秩
序
の
維
持
が
難
し
い
と
い
っ
た
点
で
問
題
が
生
じ
う
る
。
さ
ら
に
、
証
人
の
様
子
は
受
訴
裁
判
所

の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
が
可
能
で
あ
り
、
間
接
的
な
が
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
証
人
の

い
る
法
廷
を
公
開
し
な
い
こ
と
が
直
ち
に
公
開
主
義
の
原
則
に
反
す
る
と
解
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
公
開
主
義
の
実
質
を
確



保
す
る
意
味
で
は
、
受
訴
裁
判
所
の
傍
聴
席
で
証
人
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
配
慮
は
必
要
で
あ
ろ
う
（
同
旨
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
民
事
訴
訟
法
改
正
問
題
委
員
会
編
「
前
掲
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
一
二
六
頁
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
は
、
直
接
主
義
や
公
開
主
義
に
対
す
る
例
外
で
は
な

く
、
両
原
則
の
許
容
範
囲
内
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
三
　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
機
能

　
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
方
法
に
よ
る
尋
問
は
、
理
論
的
に
は
直
接
主
義
や
公
開
主
義
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
尋
問
方
法

の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
広
範
囲
に
わ
た
り
積
極
的
な
利
用
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
如
何
に
高
度
な
技
術
を
用
い
る
と
は
い
え
、
テ
レ
ビ
画
面
を
通
じ
て
の
尋
問
は
、
現
実
に
対
面
し

た
尋
問
と
は
相
当
に
異
な
る
要
素
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
を
こ
れ
ま
で
の
直
接
対
面
型
の
尋
間
と
同

】
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
差
異
は
、
尋
問
に
関
与
す
る
裁
判
官
、
弁
護
士
、
証
人
の
す
べ
て
に
及
ぶ

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
利
用
に
あ
っ
て
は
、
直
接
対
面
型
の
尋
問
と
の
対
比
か
ら
そ
の
長
短
を
個
別
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

1
　
証
人
尋
問
に
お
け
る
信
葱
性
チ
エ
ッ
ク
の
視
点

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
機
能
考
察
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
は
じ
め
に
、
証
人
と
い
う
証
拠
方
法
の
特
性
つ
い
て
い
く

つ
か
の
点
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
証
人
と
い
う
証
拠
方
法
は
、
不
正
確
で
そ
の
信
愚
性
が
低
い
点
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
取
り
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調
べ
の
対
象
と
な
る
の
が
証
人
の
記
憶
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
自
体
の
正
確
性
に
疑
問
が
あ
る
と
い
う
点
（
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
拙
著
・
民
事
裁
判
心
理
学
序
説
六
三
頁
以
下
参
照
）
、
さ
ら
に
、
尋
問
と
い
う
行
為
が
あ
っ
て
初
め
て
そ
の
内
容
に
接
し
う
る
こ
と
か

ら
、
十
分
な
尋
問
が
為
さ
れ
な
け
れ
ば
、
十
分
な
証
言
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
前
者
の
問
題
は
、
い
わ
ば

証
言
の
質
的
正
確
性
の
問
題
で
あ
り
、
後
者
の
問
題
は
証
言
の
量
的
正
確
性
の
問
題
と
い
え
る
。
証
人
の
証
言
は
こ
の
正
確
性
の
両
側

面
か
ら
そ
の
信
愚
性
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
か
ら
証
人
尋
問
に
お
い
て
は
、
直
接
主
義
を
と
る
こ
と
の
重
要

性
が
自
覚
さ
れ
て
、
証
言
内
容
の
信
愚
性
は
、
単
に
供
述
内
容
を
検
討
す
る
の
み
で
は
な
く
、
あ
わ
せ
て
裁
判
官
が
直
接
証
人
を
観
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
情
や
態
度
も
含
め
そ
の
正
確
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
し
、
証
言
の
不
足
や
不
明
確

さ
は
そ
の
場
の
尋
問
で
質
す
る
こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
き
た
（
受
命
・
受
託
判
事
に
よ
る
尋
問
の
制
限
（
一
九
五
条
）
、
弁
論

更
新
後
の
再
尋
問
（
二
四
九
条
三
項
）
、
証
拠
保
全
手
続
後
の
口
頭
弁
論
に
お
け
る
再
尋
問
に
関
す
る
規
定
（
二
四
二
条
）
が
直
接
主
義
を
維
持

し
て
い
る
の
は
そ
の
表
れ
と
さ
れ
て
い
る
）
。
と
く
に
、
当
事
者
主
義
型
の
訴
訟
構
造
に
お
い
て
は
、
証
人
は
当
事
者
の
証
人
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
り
、
党
派
性
を
お
び
る
こ
と
に
な
る
し
、
加
え
て
、
尋
問
の
際
の
誘
導
に
よ
る
歪
曲
の
問
題
な
ど
も
生
じ
て

く
る
。
そ
の
た
め
、
証
言
の
信
愚
性
の
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
が
当
事
者
に
対
す
る
反
対
尋
問
権
の
保
障
と
い
う
形

で
定
着
し
て
い
る
（
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
は
直
接
主
義
と
当
事
者
公
開
主
義
と
い
っ
た
原
則
を
と
る
こ
と
で
、
証
言
の
十
分
な
信
愚

性
チ
ェ
ッ
タ
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
高
田
昌
宏
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
人
尋
問
の
書
面
化
の
限
界
（
一
）
」
早
稲
田
法

学
七
二
巻
四
号
二
二
〇
頁
以
下
が
参
考
に
な
る
）
。
そ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
の
証
人
尋
問

も
、
こ
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
る
範
囲
内
に
お
い
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
、
証
言
内
容
の
質
的

正
確
性
と
量
的
正
確
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
（
こ
の
二
つ
の
基
準
は
、
英
米
法
上
、
証
言
の
信
愚
性
の
を
は
か
る
基
準
と
し
て
多
く
用



い
ら
れ
る
。
ω
Φ
ρ
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①
胃
ざ
中
ミ
4
尾
O
O
9
ヨ
8
悶
O
昌
国
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号
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鳶
・
）
、

に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
機
能

　
2
　
裁
判
官
の
心
証
形
成
へ
の
影
響

　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
映
像
お
よ
び
音
声
で
証
人
と
受
訴
裁
判
所
を
結
ぶ
こ
と
か
ら
、
双
方
向
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
交

換
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
法
を
用
い
た
尋
問
の
場
合
、
証
言
の
内
容
に
不
足
や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
補
う
こ
と
は
十
分
に
可
能
と
い
え
る
。
こ
の
点
で
、
証
言
の
量
的
正
確
性
は
十
分
に
確
保
し
う
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
音
声

の
み
な
ら
ず
画
像
の
送
受
信
も
伴
う
こ
と
か
ら
、
証
人
の
表
情
等
の
確
認
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
質
的
正
確
性
の
チ
ェ
ッ

ク
の
点
も
一
応
は
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
者
の
質
的
正
確
性
評
価
の
点
に
関
し
て
は
、
は
た
し
て
、
テ
レ
ビ
画

面
を
通
じ
て
の
評
価
で
、
直
接
対
面
し
て
い
る
と
き
と
同
じ
心
証
形
成
が
可
能
か
と
い
う
点
で
や
は
り
疑
問
が
残
る
。
す
で
に
、
弁
護

士
会
か
ら
は
、
こ
の
点
に
関
し
、
証
人
の
顔
の
色
、
態
度
等
の
繊
細
な
描
写
が
う
ま
く
映
写
で
き
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
、
あ
る
い

は
、
証
人
が
自
信
を
も
っ
て
証
言
し
て
い
る
の
か
否
か
と
い
っ
た
判
断
を
十
分
に
な
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
問
も
示

さ
れ
て
い
る
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
民
事
訴
訟
法
改
正
問
題
委
員
会
編
・
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
新
民
事
訴
訟
法
、
別
冊
Z
ω
い
Z
o
」
里
二
五
頁
、

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
反
論
の
あ
る
こ
と
は
後
述
）
。
そ
れ
ら
に
加
え
、
教
育
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
訴
訟
以
外
の
領
域
で

の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
会
話
と
直
接
対
面
と
を
比
較
し
た
場
合
、
テ
レ
ビ
会
議
の
方

が
雰
囲
気
の
伝
達
能
力
や
感
情
要
素
の
伝
達
能
力
が
低
い
可
能
性
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
し
（
柿
井
俊
昭
「
双
方
向
型
↓
く
を
用
い
た
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
的
研
究
」
心
理
学
研
究
六
八
巻
一
号
一
五
頁
以
下
）
、
ま
た
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
は
、
画
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面
を
通
じ
て
の
間
接
的
な
映
像
に
よ
る
情
報
伝
達
が
、
対
面
条
件
よ
り
も
相
手
に
対
す
る
よ
り
肯
定
的
評
価
を
導
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
大
坊
郁
夫
「
対
面
と
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
川
浦
康
至
編
現
代
の
エ
ス
プ
リ
Z
o
』
島
、
三
七

頁
）
。
そ
れ
ら
の
成
果
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
無
意
識
の
う
ち
に
も
信
愚
性
の
評
価
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
情
報
の
い
く
つ
か
が
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
で
は
欠
落
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
証
人
の
証
言
が
直
接
対
面
型
の
証
人
以
上

に
テ
レ
ビ
会
議
を
通
し
た
方
が
信
愚
性
を
高
く
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
点

を
考
え
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
検
討
は
必
要
で
あ
る
が
、
質
的
正
確
性
に
関
し
て
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
と
通
常
の
尋

問
で
は
裁
判
官
の
心
証
形
成
に
差
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
（
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
、
他
の
共
同
研
究
者
と
と

も
に
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
が
審
判
者
の
心
証
形
成
に
及
ぼ
す
影
響
を
模
擬
裁
判
実
験
を
通
じ
て
検
証
中
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
対
立
度

の
評
定
な
ど
に
於
い
て
心
証
形
成
程
度
に
有
意
な
差
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
実
験
の
詳
細
は
別
稿
に
て
公
表
予
定
で
あ
る
）
。

　
3
　
反
対
尋
問
権
の
保
障
と
の
関
係

　
ま
た
、
尋
間
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
た
場
合
も
、
前
述
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
こ
の
尋
問
方
法
の
機
能
の
特
徴
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
ず
、
証
言
の
量
的
正
確
性
の
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
観
点
で
は
、
主
尋
問
に
お
け
る
単
純
な
言
い
落
と
し
や
、
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
点
つ
い
て
反
対
尋
問
に
よ
り
質
問
を
す
る
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
で
も
十
分
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
証
人
の
勘
違
い
や
虚
偽
の
証
言
か
否
か
を
問
い
つ
め
る
と
い
っ
た
、
質
的
正
確
性
の
チ
ェ
ッ
ク
の
観
点
に
関
し
て
は
、
テ
レ
ビ
画

面
を
通
じ
て
の
尋
問
が
ど
の
程
度
効
果
を
発
揮
す
る
か
は
疑
問
な
面
が
あ
る
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
証
人
の
勘
違
い
や
偽
証
を
暴
く
た

め
に
は
、
矢
継
ぎ
早
の
質
問
や
目
を
見
据
え
て
の
質
問
な
ど
、
迫
力
や
緊
張
感
を
伴
う
尋
問
が
必
要
な
場
合
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思



わ
れ
る
。
し
か
し
、
距
離
感
が
な
く
臨
場
感
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
れ
が
難
し
い
可
能
性
も
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
反
対
尋
問
者
側
は
、
実
質
的
な
反
対
尋
問
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
（
こ
の
点
で
、
ア
メ
リ
カ
法
上
で
は
、
刑
事
訴
訟

手
続
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
反
対
尋
問
を
行
使
す
る
権
利
を
、
端
的
に
対
面
権
（
円
蒔
辟
9
0
8
ヰ
8
貫
江
自
）
と
し
て
保
障
し
て
い
る
点
が
参

考
に
な
る
。
R
Ω
＄
§
8
9
鼻
’
も
」
・
。
。
）
。
し
た
が
っ
て
、
尋
問
者
の
立
場
に
た
っ
た
場
合
に
も
、
量
的
正
確
性
に
関
し
て
は
問
題
が

な
い
と
し
て
も
、
質
的
正
確
性
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
な
証
人
に
関
し
て
は
、
こ
の
尋
問
方
法
を
と
る
こ
と
は
、
実
質
的
に
は
反
対
尋
問

権
の
侵
害
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
問
題
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
4
　
証
人
に
対
す
る
影
響
力

　
最
後
に
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
は
、
証
人
に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
面
し

た
尋
問
に
比
べ
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
場
合
、
証
人
自
身
の
緊
張
感
が
ち
が
い
、
偽
証
抑
制
効
果
が
異
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
は
、
証
人
の
い
る
法
廷
を
非
公
開
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
顕
著
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
場
合
に
は
、
緊
張
感
が
ゆ
る
み
正
確
性
を
欠
く
供
述
や
偽
証
が
容
易
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
た
だ
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
こ
の
点
は
、
逆
に
、
緊
張
に
よ
り
う
ま
く
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
証
人
に
と
っ
て
は
有
効
な

面
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
供
や
暴
力
事
件
の
被
害
者
に
対
す
る
尋
問
に
お
い
て
は
有
効
に
活
用
し
う
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
対
面
し
た
反
対
尋
問
の
威
圧
感
故
に
鑑
定
人
が
鑑
定
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ

と
が
、
一
定
の
緩
衝
材
に
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
（
特
に
中
立
的
な
鑑
定
人
の
場
合
、
供
述
内
容
の
正
確
性
に
は
問
題
は
少
な
く
、
証
言

内
容
の
十
分
性
の
方
が
む
し
ろ
問
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
に
問
題
は
少
な
い
と
い
え
る
）
。

　
　
　
証
人
尋
問
（
そ
の
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
一



早
法
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四
巻
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（
一
九
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）

五
〇
二

四
　
そ
の
他
の
問
題

　
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
尋
問
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
正
確
な
事
実
認
定
に
か
か
わ
る
問
題
の
他
に
、
よ
り
技
術
的
な

問
題
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
改
正
過
程
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
、
書
証
を
提
示
の
間
題
が
あ
る
（
日
本
弁
護
士
連
合

会
「
前
掲
意
見
書
」
ご
三
頁
）
。
通
常
の
証
人
尋
問
に
お
い
て
は
、
証
人
に
書
証
を
提
示
し
て
質
問
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る

が
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
よ
る
尋
問
の
場
合
、
証
人
と
尋
問
者
が
同
じ
場
所
に
い
な
い
こ
と
か
ら
、
適
宜
書
証
示
す
こ
と
が
難
し
く

な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
書
証
の
写
し
を
証
人
が
出
頭
す
る
裁
判
所
に
送
っ
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
反
対
尋

問
の
場
合
に
は
、
尋
問
直
前
ま
で
使
用
す
る
書
証
を
ふ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
尋
問
時
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
書
証
を
提
示
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
点
、
新
規
則
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
使
用
で
き
る
な
ど
の
配
慮
を
し

て
い
る
ほ
か
、
実
際
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
証
人
を
映
し
出
す
カ
メ
ラ
の
他
に
書
画
カ
メ
ラ
と
呼
ば
れ
る
書
証
専
用
の
カ
メ
ラ
も
準
備
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
画
面
を
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
証
人
に
書
面
を
提
示
す
る
こ
と
や
、
逆
に
証
人
か
ら
書
面
を
指
し
示
し
て

も
ら
う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
林
道
晴
「
新
し
い
民
事
訴
訟
手
続
と
情
報
通
新
機
器
の
利
用
ー
電
話
会
議
、
テ
レ
ビ
会
議
等
の
勧

め
」
自
由
と
正
義
四
九
巻
二
号
一
四
三
頁
）
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
画
面
を
通
じ
て
の
書
証
の
映
像
は
必
ず
し
も
鮮
明
で
は
な
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
書
証
の
一
部
を
指
し
示
す
よ
う
な
場
合
も
、
カ
メ
ラ
で
該
当
箇
所
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
と
全
体
像
が
見

え
な
く
な
り
、
逆
に
、
全
体
像
を
示
す
と
、
そ
の
内
の
必
要
な
部
分
の
映
像
が
判
別
で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
、
裁
判
官

の
心
証
形
成
や
反
対
尋
問
の
行
使
に
障
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
生
じ
う
る
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
実
際
の
操
作
は
、
カ
メ
ラ
の
切
り
替
え
や
、
角
度
調
整
、
ズ
ー
ム
調
整
な
ど
を
、
リ
モ
コ
ン
の
パ
ネ
ル
に
よ
っ



て
、
受
訴
裁
判
所
側
で
集
中
し
て
操
作
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
非
常
に
便
利
で
あ
る
反
面
、
そ
の
操
作
へ
の
習
熟
が

必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
書
記
官
が
行
う
場
合
に
は
、
従
来
の
調
書
作
成
作
業
の
ほ
か
に
過
重
な
負
担
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
好

ま
し
い
こ
と
と
は
い
え
な
い
。

　
い
ず
れ
も
技
術
的
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
尋
問
方
法
を
本
格
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
今
後
十
分
な
検
討
と
配
慮
が
必
要
な

点
と
い
え
る
。

五
　
利
用
範
囲

　
1
　
利
用
対
象
と
な
り
う
る
証
人
の
特
性

　
以
上
の
考
察
を
も
と
に
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
利
用
範
囲
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
立
法
者
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
証
人
の
重
要
性
に
比
し
て
、
費
用
と
時
問
が
か
か
る
場
合
に
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
具
体
的
な
基
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
・
前
掲
一
問
一
答
式
二
三
四
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
、
弁
護
士
会
の

意
見
書
の
中
に
は
、
こ
の
方
法
は
、
従
来
断
念
し
て
い
た
よ
う
な
遠
隔
地
者
の
証
人
尋
問
を
可
能
に
す
べ
く
用
い
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

現
状
に
お
い
て
も
遠
隔
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
証
人
に
関
し
て
は
安
易
に
こ
の
方
法
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
旨

の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（
大
阪
弁
護
士
会
「
前
掲
意
見
書
」
四
二
頁
）
。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
効
果
的
な
反
対
尋
問
が
難
し
い

と
思
わ
れ
る
点
、
証
人
の
顔
色
、
態
度
等
の
正
確
な
把
握
の
難
し
い
点
な
ど
か
ら
、
証
人
の
重
要
性
の
低
い
場
合
や
反
対
尋
問
に
よ
っ

て
証
人
を
弾
劾
す
る
必
要
の
少
な
い
場
合
に
限
っ
て
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
見
解
も
示

さ
れ
て
い
る
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
民
事
訴
訟
法
改
正
問
題
委
員
会
編
「
前
掲
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
一
二
五
頁
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
前
述

　
　
　
証
人
尋
問
（
そ
の
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
三
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の
書
証
を
用
い
た
尋
問
の
間
題
点
か
ら
、
原
本
を
示
す
必
要
の
あ
る
よ
う
な
尋
間
に
関
し
て
は
利
用
を
控
え
る
べ
き
で
あ
る
し
、
尋
問
時
問
の
長

い
も
の
は
費
用
の
点
か
ら
実
施
に
適
し
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
仙
台
地
方
裁
判
所
新
民
事
訴
訟
法
研
究
会
「
研
究
結
果
」
判
例
タ
イ
ム
ス
九

六
六
量
二
八
頁
参
照
）
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
消
極
的
な
態
度
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
機
器
が
確
定
し
な
い
時
期

の
批
判
で
あ
り
、
裁
判
所
に
設
置
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
は
こ
の
批
判
は
あ
た
ら
ず
、
限
定
的
な
運
用
の
必
要
は
な
い
と
す
る
も
の
も
あ

る
（
林
「
前
掲
・
新
し
い
民
事
訴
訟
手
続
」
一
四
四
頁
、
な
お
、
裁
判
所
に
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
ス
ペ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
小
田
敬
美
「
訴

訟
手
続
に
お
け
る
情
報
通
新
機
器
の
利
用
」
西
口
元
編
現
代
裁
判
法
大
系
ご
二
巻
民
事
訴
訟
五
九
頁
が
詳
し
い
）
。

　
思
う
に
、
尋
問
過
程
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
画
像
の
質
の
み
で
語
り
つ
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
（
視
線
の

交
差
や
対
人
距
離
も
重
要
で
あ
る
）
、
テ
レ
ビ
画
像
の
質
や
動
作
描
写
の
質
が
改
善
し
た
こ
と
か
ら
す
べ
て
の
証
人
に
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
尋
問
を
実
施
し
う
る
と
す
る
の
は
や
は
り
危
険
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
た
同
時
に
、
証
人
の
重
要
性
や
反
対
尋
問
の

不
必
要
性
と
い
っ
た
視
点
も
、
必
ず
し
も
こ
の
方
法
の
適
用
範
囲
を
考
え
る
上
で
は
十
分
な
基
準
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
す
べ
て

の
証
人
に
利
用
可
能
か
、
あ
る
い
は
、
重
要
性
の
低
い
証
人
・
反
対
尋
問
の
必
要
の
な
い
証
人
に
限
っ
た
利
用
と
い
っ
た
紋
切
り
型
の

分
類
で
は
な
く
、
そ
の
機
能
に
あ
わ
せ
た
比
較
考
慮
が
必
要
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
、
視
点
か
ら
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

い
え
よ
う
。

　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
は
、
直
接
対
面
型
の
証
人
尋
問
に
比
べ
、
前
述
の
よ
う
に
質
的
正
確
佳
の
確
保
の
面
に
お

い
て
は
不
安
は
あ
る
も
の
の
、
証
言
量
の
確
保
の
面
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
問
題
の
な
い
尋
問
方
法
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
勘
案

す
れ
ば
、
こ
の
方
法
を
用
い
得
る
範
囲
と
し
て
は
、
証
人
自
体
の
信
頼
性
は
高
い
が
、
各
方
面
か
ら
の
尋
問
に
よ
っ
て
十
分
な
情
報
を

引
き
出
す
こ
と
が
必
要
な
よ
う
な
証
人
に
関
し
て
用
い
る
こ
と
が
よ
り
適
切
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
範
囲
で
は
、
争
点
と
の
関



連
に
お
い
て
重
要
な
証
言
を
な
し
う
る
証
人
に
関
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
量
的
正
確
性
に
関
す
る
反
対
尋
問
を
必
要
と
す

る
証
人
に
関
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
抽
象
的
な
説
明
の
上
で
は
、
右
の
よ
う
に
証
言
内
容
の
質
的

正
確
性
と
量
的
正
確
性
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
実
際
上
は
こ
の
区
別
も
難
し
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ

の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
可
能
な
限
り
直
接
対
面
型
の
尋
問
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
廷
で
の
直
接

の
尋
問
が
不
可
能
な
場
合
の
代
替
策
と
し
て
、
こ
の
尋
問
方
法
の
利
用
を
考
え
る
と
き
は
、
右
の
実
施
要
件
も
多
少
ゆ
る
や
か
に
解
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
他
の
尋
問
方
法
と
の
関
係

　
ま
た
、
同
様
な
視
点
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
受
訴
裁
判
所
の
前
で
の
尋
問
が
不
可
能
な
場
合
に
予
定
さ
れ
て
い
る
他
の
証
人
尋
問
の
方

法
、
す
な
わ
ち
、
受
命
・
受
託
判
事
に
よ
る
証
人
尋
問
や
書
面
に
よ
る
証
人
尋
問
と
の
間
で
の
選
択
に
関
し
て
も
一
定
の
基
準
を
提
示

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
質
的
正
確
性
、
量
的
正
確
性
の
両
者
に
十
分
な
吟
味
が
必
要
な
場
合
に
は
、
受
命
・
受
託
判
事

に
よ
る
尋
問
が
好
ま
し
い
が
、
証
人
が
信
頼
の
お
け
る
人
物
で
、
証
言
の
質
的
正
確
性
に
疑
念
は
な
い
が
、
証
言
の
量
的
正
確
性
を
吟

味
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
で
も
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
質
的
に
も
量
的
に

も
正
確
性
に
疑
問
が
生
じ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
書
面
に
よ
る
尋
問
を
選
択
す
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
よ
う
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
後

述
）
。
こ
れ
ら
の
尋
問
の
間
で
も
、
形
式
的
に
利
用
順
位
を
確
定
す
る
の
で
は
な
く
、
尋
問
の
内
容
と
尋
問
方
法
の
機
能
に
合
わ
せ
た

形
で
の
選
択
が
有
効
と
い
え
よ
う
（
規
定
上
、
書
面
尋
問
と
受
命
・
受
託
裁
判
官
に
よ
る
尋
問
と
の
間
の
原
則
・
例
外
関
係
を
明
ら
か
に
べ
き

と
す
る
指
摘
と
し
て
、
山
本
克
己
「
人
証
の
取
調
べ
の
書
面
化
1
「
陳
述
書
」
の
利
用
を
中
心
と
し
て
－
－
－
」
自
由
と
正
義
四
六
巻
八
号
五
六
頁

　
　
　
証
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二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
五



早
法
七
四
巻
二
号
（
一
九
九
九
）

五
〇
六

が
あ
る
）
。

　
3
　
「
遠
隔
の
地
に
居
住
す
る
証
人
」
の
解
釈

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
適
用
範
囲
に
関
し
て
解
釈
上
問
題
と
な
り
う
る
の
は
、
ど
の
程
度
が
遠
距
離
居
住
者
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
最
も

極
端
な
場
合
、
支
部
と
本
庁
と
の
問
で
遠
距
離
か
否
か
が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
上
は
、
証
人
を
受
訴
裁
判
所
へ
呼
出
す
費

用
や
時
間
と
の
関
係
で
、
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
証
人
が
と
く
に
受
訴
裁
判
所
の
尋
問
を
拒
否
す
る
よ
う
な
場
合
で
、
か

つ
、
そ
れ
に
合
理
性
が
あ
る
場
合
（
前
述
の
よ
う
に
、
子
供
や
暴
行
事
件
の
被
害
者
な
ど
）
に
は
、
証
言
の
信
愚
性
維
持
の
観
点
を
勘
案

し
た
上
で
あ
れ
ば
、
距
離
の
要
因
を
緩
や
か
に
解
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
両
当
事
者
が
希
望
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
要
件
を
厳
格
に
解
す
べ
き
か
と
い
う
点
も
、
直
接
主
義
の
要
請
の
維
持
を
厳
格
に

考
え
る
立
場
か
ら
は
問
題
に
な
り
う
る
が
（
直
接
主
義
は
公
益
に
関
す
る
規
定
な
の
で
当
事
者
の
処
分
に
委
ね
ら
れ
な
い
と
す
る
考
え
方
の

成
り
立
ち
う
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
高
田
「
前
掲
論
文
・
証
人
尋
問
の
書
面
化
」
二
四
〇
頁
参
照
）
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
尋
問
方
法
は
、
緩

和
さ
れ
て
は
い
る
が
直
接
主
義
の
要
請
を
満
た
す
も
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
訴
訟
遅
延
を
導
く
と
い
っ
た
こ
と
の
な
い
限
り
、
そ
の
要
件

を
厳
格
に
解
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
の
場
合
、
規
則
上
は
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
異
議
等
の
規
定

は
な
く
、
実
施
の
有
無
は
裁
判
所
の
裁
量
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
尋
問
が
直
接
主
義
や
口
頭
主
義
に
反
し
な
い
と
い
う
解
釈
が
前

提
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
基
本
的
に
は
支
持
し
う
る
態
度
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
方
法
に
よ
る
尋
問
に
も

真
実
発
見
の
手
段
と
し
て
の
限
界
が
存
在
す
る
可
能
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
実
施
の
判
断
に
あ
っ
て
は
、
証
人
の
特
性
、
経
済
的
合
理



性
な
ど
を
慎
重
に
総
合
評
価
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
利
用
は
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
や
証
人
の
視
点
か
ら
考
え
ら
あ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
単
に
迅
速
な
事
件
処
理
と
い
っ
た
訴
訟
運
営
上
の
都
合
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

　
最
後
に
、
規
則
が
証
人
に
最
寄
り
の
裁
判
所
へ
の
出
頭
を
求
め
て
い
る
以
上
、
現
状
で
は
、
臨
床
尋
問
や
他
の
公
官
庁
等
で
の
尋
問

の
よ
う
な
裁
判
所
外
に
お
け
る
こ
の
尋
問
の
利
用
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
か
り
に
裁
判
所
へ
の
証
人
の
出
頭
と
い
っ
た
条
件

が
と
れ
れ
ば
、
臨
床
尋
問
な
ど
に
も
こ
の
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
適
正
な
範
囲
で
は
そ
の
方
向
で
の
利

用
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
将
来
的
に
は
よ
り
広
範
な
利
用
が
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
福
田
「
前
掲
論
文
・
証
人

尋
問
」
三
四
頁
）
。
少
な
く
と
も
、
現
状
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
無
体
財
産
関
係
訴
訟
に
お
い
て
東
京
・
大
阪
地
裁
に
特
別
の
管
轄

が
認
め
ら
れ
、
全
国
か
ら
の
訴
え
の
提
起
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
（
新
法
6
条
）
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
遠
隔
地
者
が
こ
の
い
ず
れ
か

の
地
裁
に
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
な
ど
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
を
積
極
的
に
利
用
す
る
方
向
で
の
解
釈
が
必
要
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
専
門
家
の
少
な
い
領
域
で
の
鑑
定
な
ど
に
、
こ
の
尋
問
方
法
が
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

V

書
面
尋
問
（
二
〇
五
条
）
の
導
入
に
つ
い
て

　
（
尋
問
に
代
わ
る
書
面
の
提
出
）

第
二
〇
五
条
裁
判
所
は
、
相
当
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、

出
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
証
人
尋
問
（
そ
の
二
）

当
事
者
に
異
議
の
な
い
と
き
は
、
証
人
の
尋
問
に
代
え
、
書
面
の
提

五
〇
七



早
法
七
四
巻
二
号
（
一
九
九
九
）

五
〇
八

規
則
一
二
四
条
　
法
第
二
百
五
条
（
尋
問
に
代
わ
る
書
面
の
提
出
）
の
規
定
に
よ
り
証
人
の
尋
問
に
代
え
て
書
面
の
提
出
を
さ
せ
る
場

合
に
は
、
裁
判
所
は
、
尋
問
の
申
出
を
し
た
当
事
者
の
相
手
方
に
対
し
、
当
該
書
面
に
お
い
て
回
答
を
希
望
す
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
裁
判
長
は
、
証
人
が
尋
問
に
代
わ
る
書
面
の
提
出
を
す
べ
き
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
証
人
は
、
前
項
の
書
面
に
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
新
設
）

書
面
尋
問
の
導
入

　
新
法
は
、
二
〇
五
条
に
お
い
て
、
「
裁
判
所
が
相
当
と
認
め
る
こ
と
」
お
よ
び
「
当
事
者
に
異
議
の
な
い
こ
と
」
を
要
件
と
し
て
、

尋
問
に
代
わ
る
書
面
の
提
出
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
簡
裁
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
て
い
た
書
面
尋
問
が
右
の
条
件
の
も
と
に
、

地
裁
で
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
規
則
で
は
、
書
面
尋
問
を
申
し
出
た
も
の
の
相
手
方
に
対
し
て
、
当
該
書

面
に
お
い
て
回
答
を
希
望
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
を
可
能
に
す
る
旨
の
規
定
（
1
項
）
、
当
該
書
面
（
尋
問
に
代
わ
る
書
面
）

の
提
出
期
間
に
関
す
る
規
定
（
2
項
）
、
お
よ
び
、
書
面
へ
の
署
名
捺
印
に
関
す
る
規
定
（
3
項
）
を
お
い
て
い
る
。

　
改
正
過
程
で
は
、
検
討
事
項
の
段
階
で
、
「
裁
判
所
は
、
当
事
者
に
よ
る
証
人
の
申
出
に
対
し
て
、
尋
問
事
項
の
内
容
、
反
対
尋
問

の
必
要
等
を
考
慮
し
て
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
証
人
尋
問
に
代
え
て
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」
と
の
案
も



提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
書
面
尋
問
の
場
合
は
反
対
尋
問
の
機
会
が
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
要
綱
試
案
の
段
階
に
お
い

て
、
当
事
者
の
異
議
を
規
定
す
る
方
が
選
択
さ
れ
た
（
こ
の
間
の
経
緯
は
、
山
本
「
前
掲
論
文
・
人
証
取
調
べ
」
五
五
頁
以
下
、
高
田
「
前

掲
論
文
・
証
人
尋
問
の
書
面
化
」
二
〇
四
頁
以
下
に
詳
し
い
）
。

　
　
　
　
　
　
二
　
直
接
主
義
と
の
関
係

　
書
面
に
よ
る
尋
問
は
、
直
接
主
義
、
口
頭
主
義
の
も
と
、
地
裁
で
は
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
務
に
お
い

て
は
陳
述
書
を
書
証
と
し
て
提
出
す
る
な
ど
、
実
質
書
面
尋
問
に
類
似
す
る
行
為
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
問
題
を
指
摘
を
す

る
声
も
聞
か
れ
た
が
（
た
と
え
ば
、
萩
原
金
美
「
目
の
裁
判
か
、
耳
の
裁
判
か
　
　
民
事
訴
訟
改
正
問
題
雑
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
五
八
号
七
頁

以
下
）
、
そ
の
反
面
、
そ
の
実
質
的
機
能
を
無
視
し
得
な
い
状
況
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
陳
述
書
に
関
す
る
議
論
に
関

し
て
は
、
那
須
弘
平
「
争
点
整
理
に
お
け
る
陳
述
書
の
機
能
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
一
九
号
一
九
頁
、
高
橋
宏
志
「
陳
述
書
に
つ
い
て
　
　
研
究
者

の
視
点
か
ら
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
一
九
号
二
七
頁
、
西
口
元
「
陳
述
書
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ー
研
究
会
の
報
告
を
兼
ね
て
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
一

九
頁
三
六
頁
、
北
尾
哲
郎
「
書
証
そ
の
他
」
三
宅
省
三
H
塩
崎
勤
け
小
林
秀
之
・
新
民
事
訴
訟
法
大
系
第
三
巻
六
七
頁
、
中
本
和
洋
「
陳
述
書
」

西
口
元
編
現
代
裁
判
法
大
系
コ
ニ
巻
民
事
訴
訟
一
九
七
頁
な
ど
を
参
照
の
こ
と
）
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
書
面
尋
問
お
よ
び
後
述
の
宣
誓

供
述
書
の
制
度
が
新
法
に
導
入
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
く
証
人
と
い
え
ど
も
、
そ
の
信
頼
性
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
す
べ
て

の
証
人
が
交
互
尋
問
に
よ
る
重
装
備
の
尋
問
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
し
、
ま
た
、
呼
び
出
し
は
不
可
能
で
は
あ
る
が
、
書

面
に
よ
る
尋
問
が
可
能
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
真
実
発
見
に
役
立
つ
よ
う
な
証
人
も
存
在
し
う
る
。
そ
の
よ
う
な
点
を
考

え
れ
ば
、
適
切
な
範
囲
で
書
面
尋
問
が
可
能
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
最
も
時
間
を
と
っ
て
い
た
口
頭
で
の
証
人
尋
問
が
省
略
で
き
る
わ

　
　
　
証
人
尋
問
（
そ
の
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
九



　
　
　
早
法
七
四
巻
二
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
〇

け
で
あ
り
、
訴
訟
促
進
に
資
す
る
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
陳
述
書
の
議
論
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
常
用
は
証
人
尋
問
に
お
け
る
直
接
主
義
、
口
頭
主
義
の
形
骸
化
を
も
た
ら
す
面
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
範
囲

に
お
い
て
こ
の
書
面
尋
問
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
利
用
範
囲
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

は
じ
め
に
そ
の
理
論
的
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
る
。

　
書
面
に
よ
る
尋
問
は
、
口
頭
主
義
を
放
棄
し
て
い
る
点
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
直
接
主
義
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
直
接
主
義
の
内
容
理
解
如
何
に
も
か
か
わ
る
。
直
接
主
義
は
、
判
決
を
下
す
裁
判
官
が
証
拠
調
べ
を
実

施
す
れ
ば
足
り
、
そ
の
証
拠
調
べ
の
具
体
的
方
法
は
問
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
書
面
尋
問
で
も
直
接
主
義
の
要
請
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
単
に
判
決
を
下
す
裁
判
官
が
何
ら
か
の
方
法
で
証
拠
調
べ
を
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
く
、
証
人
尋
問
に
関
し
て

は
、
直
接
に
尋
問
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
書
面
尋
問
は
直
接
主
義
の
例
外
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
証
人
尋
問
は
、

そ
の
性
質
上
、
直
接
主
義
、
口
頭
主
義
の
も
と
、
表
情
や
態
度
も
含
め
そ
の
信
愚
性
を
評
価
し
、
か
つ
、
不
明
、
不
足
な
点
は
そ
の
場

で
質
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
正
確
な
事
実
認
定
が
な
さ
れ
う
る
点
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
証
人

尋
問
に
お
け
る
直
接
主
義
は
、
判
決
を
下
す
裁
判
官
が
直
接
に
尋
問
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
書
面
尋
問
は
直
接
主
義
に
対
す
る
例
外
規
定
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
で
は
、
前
者
の
よ

う
な
考
え
を
形
式
的
直
接
主
義
、
後
者
の
よ
う
な
考
え
を
実
質
的
形
式
主
義
と
し
て
区
別
し
て
、
書
面
尋
問
は
実
質
的
直
接
主
義
違
反
に
な
る
と

す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
高
田
「
前
掲
論
文
・
証
人
尋
問
の
書
面
化
」
二
三
六
頁
参
照
）
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
解

す
る
場
合
に
は
、
こ
の
書
面
尋
問
実
施
の
要
件
に
関
し
て
も
、
一
九
五
条
の
受
命
・
受
託
裁
判
官
に
よ
る
尋
問
と
同
様
、
そ
の
要
件
の

解
釈
は
限
定
的
に
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
に
関
わ
り
、
証
人
尋
問
に
お
い
て
は
、
直
接
主
義
は
自
由
心
証
主
義
の
支
え
と
な
る
原
則
で



あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
解
に
従
え
ば
、
直
接
主
義
は
公
的
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
よ
り
一
層
厳
格
な
解
釈
が

必
要
に
な
ろ
う
。
証
人
尋
問
に
お
け
る
直
接
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
上
田
徹
一
郎
・
民
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）
二
四
三
頁
、
同
「
ド
イ
ツ
に

お
け
る
証
人
制
限
論
の
再
台
頭
と
そ
の
原
因
ー
直
接
主
義
・
口
頭
主
義
・
自
由
心
証
主
義
の
挫
折
と
証
拠
方
法
選
択
自
由
の
の
要
求
と
そ
の
交

替
を
中
心
に
ー
」
山
木
戸
克
己
先
生
還
暦
記
念
・
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
（
上
）
一
八
八
頁
以
下
）
。

　
　
　
　
　
　
三
　
書
面
尋
問
の
利
用
範
囲
（
相
当
性
の
判
断
基
準
）

　
一
般
的
に
い
っ
て
、
証
人
尋
問
を
書
面
に
変
え
る
と
い
う
行
為
は
、
可
変
的
・
不
正
確
な
情
報
を
書
面
に
よ
り
確
定
的
・
固
定
的
な

情
報
に
変
え
て
し
ま
う
の
も
の
で
あ
り
、
真
実
発
見
の
観
点
か
ら
好
ま
し
い
も
の
と
は
い
え
な
い
（
こ
の
点
に
関
す
る
批
判
と
し
て
、
萩

原
「
前
掲
論
文
目
の
裁
判
」
八
頁
）
。
し
か
し
、
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
よ
う
な
書
面
尋
問
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
も
、
「
裁
判
所
の
相

当
性
の
判
断
」
と
「
当
事
者
の
異
議
」
を
留
保
す
る
と
い
っ
た
安
全
弁
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
述
の
不
都
合
は
一
定
程
度
回
避
可

能
な
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
相
手
方
へ
の
質
問
権
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
的
な
供
述
書
の
作
成
を
抑
制
す
る
道
も

開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
誤
認
定
の
危
険
性
の
な
い
範
囲
で
こ
の
方
法
を
用
い
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
、

こ
れ
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た
尋
問
を
実
施
す
る
こ
と
や
、
書
面
に
よ
る
迅
速
な
審
理
の
利
点
を
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い

え
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
適
正
範
囲
と
は
ど
の
様
な
範
囲
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
こ
の
点
、
旧
法
下
の
簡
裁
に
お
い
て
書
面
尋
問
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
尋
問
事
項
の
内
容
、
書
面
提
出
が
期
待
さ
れ
る
度
合

い
、
証
人
等
の
信
愚
性
の
期
待
度
、
反
対
尋
問
の
必
要
性
の
有
無
、
当
事
者
の
同
意
の
有
無
、
証
人
等
の
職
務
繁
忙
の
度
合
い
、
出
廷

に
つ
い
て
の
距
離
的
身
体
的
な
障
害
の
有
無
を
考
慮
し
て
、
そ
の
適
否
を
判
断
す
べ
き
と
解
さ
れ
て
い
た
（
兼
子
一
H
松
浦
馨
H
新
堂
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二

幸
治
”
竹
下
守
夫
・
条
解
民
事
訴
訟
法
一
一
三
八
頁
、
中
野
哲
弘
「
証
入
尋
問
②
…
書
面
尋
問
」
三
宅
省
三
目
塩
崎
勤
H
小
林
秀
之
．
新
民
事
訴

訟
法
大
系
第
一
二
巻
四
二
頁
参
照
）
。
旧
法
下
の
簡
裁
の
書
面
尋
問
と
新
法
下
で
の
地
裁
で
の
書
面
尋
問
と
で
は
、
適
用
要
件
や
鑑
定
や
当

事
者
尋
問
に
も
適
用
が
あ
る
か
否
か
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
も
差
が
あ
り
、
利
用
範
囲
が
同
一
で
あ
る
と
は
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
参
考
に
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
右
の
書
面
尋
問
実
施
の
要
件
は
、
お
お
き
く
、
証
言
内
容
に
か
か
わ
る
も
の

と
、
証
人
の
出
廷
可
能
性
に
か
か
わ
る
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
は
じ
め
に
、
証
言
内
容
・
証
人
の
信
愚
性
の
観
点
か

ら
検
討
を
試
み
て
み
る
。

　
書
面
に
よ
る
尋
問
は
、
証
人
の
表
情
や
態
度
等
の
確
認
が
不
可
能
で
、
か
つ
、
そ
の
場
で
不
足
な
点
や
不
明
な
点
を
正
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
質
的
意
味
で
も
、
量
的
意
味
で
も
証
言
の
信
愚
性
の
チ
ェ
ッ
ク
が
難
し
い
尋
問
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
前
述
の
証
言
の
性
質
か
ら
す
れ
ば
、
一
般
的
に
書
面
に
よ
る
供
述
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
証
人
の
信
頼
性
が
高
く
、
質
的

正
確
性
の
点
に
お
い
て
も
疑
問
が
少
な
く
、
内
容
を
他
面
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
な
ど
が
条
件
と
さ
れ
よ
う
（
当
事
者

の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
ま
た
、
反
対
尋
問
の
必
要
性
の
な
い
証
人
で
も
あ
る
）
。
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
業
務
の
通

常
の
過
程
で
作
成
さ
れ
る
書
類
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
る
場
合
や
、
作
業
の
流
れ
を
の
説
明
を
求
め
る
よ
う
な
場
合
な
ど
が

そ
の
例
と
い
え
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
帳
簿
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
の
尋
問
の
場
合
、
当
事
者
双
方
の
同
意
を
条
件
に
書
面
尋
問

が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
（
N
℃
○
竃
ミ
＞
9
ω
）
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
規
定
の
存
在
が
参
考
と
な
ろ
う
（
こ
の
場
合
は
、

証
人
の
記
憶
に
基
づ
き
証
言
す
る
と
い
う
よ
り
も
記
録
に
基
づ
き
証
言
を
な
す
面
が
大
き
く
、
そ
の
意
味
で
、
前
述
の
条
件
が
よ
く
当
て
は
ま
る

と
い
え
る
）
。
こ
の
ほ
か
、
相
手
方
当
事
者
は
、
当
該
書
面
に
お
い
て
回
答
を
希
望
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
質
的
正
確
性
に
問
題
が
な
く
、
量
的
正
確
性
を
こ
の
質
問
事
項
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
書
面



尋
問
利
用
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
も
う
一
つ
の
相
当
性
の
判
断
基
準
で
あ
る
証
人
の
出
廷
困
難
性
に
関
し
て
は
、
証
人
の
遠
方
居
住
、
病
気
療
養
中
、
収
監
中
な
ど
の

場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
遠
方
居
住
は
、
そ
の
証
人
を
呼
び
出
す
た
め
の
費
用
と
証
言
の
必
要
性
と
に
か
か
わ
る
点
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
に
直
接
主
義
の
例
外
に
当
た
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
安
易
に
相
当
性
を
認
定
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
病
気
療
養
中
、
収
監

中
な
ど
の
場
合
は
、
証
人
の
証
言
内
容
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
書
面
尋
問
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

場
合
は
、
相
手
方
の
回
答
希
望
事
項
を
十
分
に
検
討
さ
せ
る
な
ど
、
尋
問
書
作
成
に
十
分
な
配
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
書
面
尋
問
を
用
い
る
こ
と
の
相
当
性
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
の
総
合
判
断
と
な
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
、
証
言
内
容
に
か
か
わ
る

基
準
を
よ
り
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
出
頭
不
可
能
な
場
合
に
関
す
る
尋
問
方
法
に
関
し
て
は
、
こ
の
書
面
尋
問
の
ほ

か
に
受
命
・
受
託
判
事
に
よ
る
尋
問
や
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
が
利
用
可
能
で
あ
る
。
書
面
尋
問
は
、
直
接
主
義
に
対
す

る
例
外
で
あ
り
、
信
愚
性
チ
ェ
ッ
ク
の
観
点
で
は
、
多
く
効
果
を
期
待
で
き
な
い
点
を
考
え
れ
ば
、
安
易
に
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
な

く
、
証
言
の
信
頼
性
が
高
い
か
、
出
頭
が
困
難
で
あ
り
、
他
の
方
法
に
よ
っ
て
も
尋
問
が
不
可
能
な
場
合
に
限
っ
て
、
書
面
尋
問
を
利

用
す
る
こ
と
に
相
当
性
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
　
当
事
者
の
異
議

　
以
上
の
よ
う
な
相
当
性
に
加
え
、
書
面
尋
問
の
実
施
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者
の
異
議
の
な
い
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、

当
事
者
の
意
見
を
聞
く
に
と
ど
ま
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
証
人
尋
問
と
異
な
る
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
直
接
主
義
、
口
頭

主
義
に
対
す
る
制
限
の
側
面
が
大
き
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
当
事
者
に
異
議
権
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
書
面
尋
問
の
場
合
、
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五
一
四

反
対
尋
問
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
反
証
権
を
保
護
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
異
議
の
申
し
立
て
の
な
い
場
合
に
は
、

反
対
尋
問
権
を
放
棄
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
（
研
究
会
「
新
民
事
訴
訟
法
を
め
ぐ
っ
て
（
1
6
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
二
四
号
一
〇
九
頁
（
伊
藤

発
言
、
柳
田
発
言
）
）
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
り
う
る
の
は
、
当
事
者
の
異
議
の
な
い
場
合
、
さ
ら
に
す
す
で
、
当
事
者
が
反
対
尋
問
権
を
積
極
的
に
放
棄
し
た

場
合
、
書
面
尋
問
の
活
用
を
広
範
囲
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
書
面
尋
問
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
反
対
尋
問
を
な

し
え
な
い
こ
と
の
み
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
点
に
対
す
る
答
え
は
肯
定
に
傾
く
が
、
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
前

述
の
よ
う
に
、
書
面
尋
問
は
単
に
反
対
尋
問
権
の
制
限
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
主
義
へ
の
制
限
と
も
な
る
。
直
接
主
義
は
裁
判

官
の
心
証
形
成
の
問
題
と
直
結
す
る
原
則
で
、
自
由
心
証
主
義
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
（
上
田
・
前
掲
民
事
訴
訟
法
一
西
三
頁
）
。
そ

れ
故
、
こ
の
点
は
、
当
事
者
の
処
分
権
外
に
あ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
に
異
議
の
な
い
場
合
に
も
、
裁

判
所
は
、
書
面
尋
問
を
行
う
こ
と
の
相
当
性
を
別
途
厳
格
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

W
　
宣
誓
供
述
書
制
度

　
（
私
署
証
書
の
認
証
方
法
）

公
証
人
法
五
八
条
の
二
　
①
公
証
人
私
署
証
書
二
認
証
ヲ
与
フ
ル
場
合
二
於
テ
当
事
者
其
ノ
面
前
二
於
テ
証
書
ノ
記
載
ノ
真
実
ナ
ル

コ
ト
ヲ
宣
誓
シ
タ
ル
上
証
書
ノ
署
名
若
ハ
捺
印
シ
又
ハ
証
書
ノ
署
名
若
ハ
捺
印
ヲ
自
認
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
ヲ
記
載
シ
テ
之
ヲ
為



ス
コ
ト
ヲ
要
ス

②
前
項
ノ
認
証
ノ
嘱
託
ハ
証
書
二
通
ヲ
提
出
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

③
第
一
項
ノ
認
証
ノ
嘱
託
ハ
代
理
人
二
依
リ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ

④
公
証
人
ハ
第
一
項
ノ
規
定
二
依
ル
記
載
ヲ
為
シ
タ
ル
証
書
ノ
中
一
通
ヲ
自
ラ
保
存
シ
他
ノ
一
通
ヲ
嘱
託
人
二
還
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要

ス　
（
虚
偽
宣
誓
の
制
裁
）

公
証
人
法
六
〇
条
ノ
五
　
証
書
ノ
記
載
ガ
虚
偽
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
第
五
八
条
ノ
ニ
第
［
項
二
規
定
ス
ル
宣
誓
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
十

万
円
以
下
ノ
科
料
二
処
ス

改
正
経
緯

　
公
証
人
法
五
八
条
の
二
は
、
公
証
人
が
私
署
証
書
を
作
成
者
が
自
己
の
面
前
で
記
載
内
容
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
宣
誓
し
て
署
名
も

し
く
は
捺
印
し
、
ま
た
は
、
証
書
の
署
名
も
し
く
は
捺
印
を
自
認
し
た
こ
と
を
認
証
し
た
書
面
を
作
成
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
真
正
を
担
保
す
べ
く
、
罰
則
規
定
（
六
〇
条
ノ
五
）
も
も
う
け
た
。

　
こ
の
点
に
か
か
わ
る
改
正
過
程
で
は
、
検
討
事
項
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な
宣
誓
供
述
書
と
な
ら
ん
で
、
供
述
者
が
公
証
人
の
面
前

で
宣
誓
の
下
に
陳
述
し
た
内
容
を
公
証
人
が
録
取
し
た
書
面
等
を
書
証
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
陳
述
録
取
書
に
関

　
　
　
証
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）
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す
る
提
言
も
な
さ
れ
て
い
た
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
「
前
掲
検
討
課
題
」
三
七
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
本
立
て
の
提
案
は
、
要

項
試
案
の
段
階
で
も
維
持
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
訴
訟
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
証
拠
を
拡
充
す
る
こ

と
、
お
よ
び
、
紛
争
の
発
生
の
予
防
や
証
拠
保
全
に
資
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
「
前
掲
改
正

要
綱
試
案
補
足
説
明
」
四
四
頁
）
。
し
か
し
、
改
正
過
程
に
お
い
て
は
、
宣
誓
や
偽
証
罪
に
よ
っ
て
証
言
の
真
実
性
の
担
保
を
期
待
す
る

こ
と
に
対
す
る
疑
問
、
反
対
尋
問
の
機
会
を
奪
う
可
能
性
へ
の
懸
念
な
ど
多
く
の
批
判
も
寄
せ
ら
れ
た
。
当
初
、
相
手
方
の
立
ち
会
い

権
と
反
対
尋
問
権
を
保
障
し
た
上
で
の
公
証
人
の
面
前
で
の
陳
述
録
取
書
の
提
案
な
ど
も
あ
っ
た
が
（
萩
原
金
美
「
民
事
訴
訟
法
改
正
と

争
点
等
の
整
理
手
続
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
一
二
号
二
〇
頁
、
高
橋
宏
志
「
証
拠
調
べ
立
法
論
素
描
」
木
川
統
一
郎
博
士
古
稀
祝
賀
民
事
裁
判
の
充

実
と
促
進
中
巻
一
〇
五
頁
）
、
最
終
的
に
、
改
正
要
綱
の
段
階
に
お
い
て
、
陳
述
録
取
書
に
関
す
る
規
定
が
脱
落
し
、
宣
誓
供
述
書
に
つ

い
て
の
規
定
の
み
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
虚
偽
の
陳
述
に
対
し
て
は
、
偽
証
罪
に
よ
る
制
裁
が
な
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
改
正
要
綱
で
は
、
そ
れ
が
一
〇
万
円
以
下
の
科
料
に
改
め
ら
れ
た
（
改
正
経
緯
に
関
し
て
は
、
北
尾
哲
郎
「
宣
誓
供
述
書
」
西
口
元
編

現
代
裁
判
法
大
系
一
三
巻
民
事
訴
訟
二
二
四
頁
以
下
が
詳
し
い
）
。

　
改
正
後
に
示
さ
れ
た
こ
の
制
度
の
新
設
理
由
は
、
陳
述
書
の
記
載
の
正
確
性
を
担
保
す
る
こ
と
と
、
簡
易
か
つ
正
確
な
証
拠
保
全
の

手
段
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
・
前
掲
一
問
一
答
五
二
八
条
）
。

　
　
　
　
　
　
二
　
宣
誓
供
述
書
の
証
明
力
と
そ
の
利
用
場
面

　
宣
誓
供
述
書
は
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
る
と
き
に
は
書
証
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
そ
の
証
明
の
対
象
と
な
る
の
は
、
供
述
者
の
記

憶
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
書
面
尋
問
と
同
様
、
そ
の
信
愚
性
に
は
一
般
的
に
い
っ
て
疑
問
が
あ
る
。
と
く
に
、
書
面
尋



問
の
よ
う
な
利
用
条
件
の
限
定
も
な
く
、
か
つ
、
わ
ざ
わ
ざ
公
証
人
役
場
に
出
向
き
宣
誓
の
上
供
述
書
を
作
成
す
る
の
は
、
い
ず
れ
か

の
当
事
者
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
そ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ぶ
こ
と
が
容
易
に
予
想
で
き
、
党
派
佳
の
点
か
ら
し
て
も
、
そ
の
証
明
力
は

相
当
に
低
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
通
常
の
陳
述
書
と
異
な
り
、
宣
誓
供
述
書
の
場
合
は
、
宣
誓
の
上
で
作
成
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
虚
偽
の
陳
述
に
対
し
て
は
科
料
の
制
裁
が
科
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
信
愚
性
が
陳
述
書
以
上
に
高
い
と
の
見
方
も
あ
り
う
る
。

し
か
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
宣
誓
の
偽
証
抑
止
効
果
が
低
い
点
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
宣
誓
供
述
書
に
お
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
よ
う
（
北
尾
「
前
掲
宣
誓
供
述
書
」
二
二
九
頁
）
。
立
法
者
の
意
図
は
、
公
証
人
の
前
で
宣
誓
を
可
能
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
陳
述
書
の
正
確
性
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
従
来
、
本
人
で
は
な
く
代
理
人
等
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
陳
述
書
の
成
立
の
真
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
の
正
確
性
を
高
め
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
宣
誓
さ
せ
る
こ
と
は
、
偏
っ
た
陳
述
内
容
に
証
人
を
縛
り
付
け
る
弊
害
の
方
が
大
き
い
と

さ
え
い
え
る
。
と
は
い
え
、
自
由
心
証
主
義
が
働
く
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
書
証
に
関
し
て
も
証
拠
能
力
は
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
制
限
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
証
人
に
関
し
て
も
、
こ
の
宣
誓
供
述
書
を
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
す
で
に
述
べ
た
趣
旨
で
、
そ
の
評
価
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
宣
誓
供
述
書
が
提
出

さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
証
拠
力
を
判
断
す
る
に
は
、
単
に
宣
誓
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
十
分
な
反
証
の
機
会

を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
今
回
の
改
正
で
は
、
陳
述
書
の
利
用
に
関
し
て
は
、
特
に
規
制
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
宣
誓

供
述
書
が
存
在
す
る
が
、
同
時
に
、
公
証
人
の
認
証
な
い
陳
述
書
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

た
と
え
宣
誓
供
述
書
で
あ
っ
て
も
訴
訟
に
お
い
て
高
い
信
愚
性
評
価
が
与
え
ら
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
と
す
る
と
、
宣
誓
供
述
書
の

　
　
　
証
人
尋
問
（
そ
の
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
七



　
　
　
早
法
七
四
巻
二
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
八

証
拠
と
し
て
の
利
用
価
値
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
現
実
の
利
用
率
は
低
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
上
、
宣
誓
供

述
書
を
有
効
に
活
用
し
う
る
の
は
、
訴
訟
に
お
け
る
証
人
尋
間
の
際
に
は
出
頭
が
難
し
そ
う
な
重
病
人
や
、
海
外
出
張
が
予
定
さ
れ
て

い
る
人
物
な
ど
限
ら
れ
た
場
合
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
証
明
力
の
評
価
に
あ
っ
て
は
、
反
対
尋
問
の
な
い
、
質
的
意
味

で
も
、
量
的
意
味
で
も
正
確
性
の
担
保
さ
れ
て
い
な
い
証
拠
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
（
北
尾
「
前
掲
書
面
尋
問
」

二
三
三
頁
以
下
参
照
）
。




